楽器の 歴史 は 非常に 古い ものである。 そして、 現在 

ある 国民 や ある 民族に 固有で あるら しく 見える もので 

も 実際 はかなり 複雑な 因果の 網目 を 伝わ つ て 遠い 外国 

の 楽器と 親族関係 になって いるもの らしい。 もっとも 

これ は 楽器に 限らず あらゆる 人間の 文化の 産物に つ い 

て 共通な 事であって 言語 風俗 等い ずれに ついても 同様 

であるに は 相違ない が、 原始的な 器械 的 発明と しての 

楽器な ど はそう いう 関係 を 知る に 比較的 都合の いい も 

しろ 1 つと 

のと 考えられる。 そういう 考えから、 素人の 道楽 半分 

に 少しば かり 調べて みた 結果 を この 昭和 三年の 初春の 

くろうとすじ 

にぎわいまでに 書いて みる。 もちろん 玄人筋の 考証 家 



に は 一 笑の 値 もない ものであろう。 

(三味線) 三弦、 三 線、 三 皮 前、 三び せんな どい ろ 

きゅうしょうらん まつの やさん げんこう 

いろの 名が ある。 『嬉遊 笑覧』 や 『松屋 三絃 考』 を 見た 

だけで も たくさんな 文献が 並べ立てて あるが、 いっこ 

えいろ く ぶんろ く リゅぅ きゅう 

うに 要領 を 得難い。 永禄 あるいは 文禄 年間に 琉 球 か 

じ やび せん 

ら 伝わった 蛇 皮 線 を 日本人の 手で 作り かえた、 それが 

だんだん ポピ ュ ラ— になった ものら しい。 それから シ 

ナの 楽器の 阮咸と 三味線と が 同 一 だと か、 そうでない 

とかいう 議論が ある。 また、 元の 時代の かの 地の 三弦 

一名 コ フジ、 一名 コ フシ、 一名 クヮ フシ、 一名 コハシ 

など 称する ものと 関^が あるよう な、 またない ような 



ふくれた 胴に 皮が 張って あるが、 弦 は 二 本で 五 度に 合 

わすと ある。 振る つてい るの は ホッテントットの 用い 

る 三弦の 弦楽器に ガボ ウイと いうの が あり、 ザ ンジバ 

こさ ゆ ■ つ 

ルの 胡弓に ガ ブスと いうの が ある。 また 一方で は 南洋 

セレべ ス にある 金属 弦た だ 一 本の 力 ボシが ある。 それ 

からまた アラビアの 四 弦の 胡弓に シ ェ ルシ ェ ンク とい 

うのが あるの も 妙で ある。 

どうしょう ひとよぎり 

(尺八) シナの 洞簫、 昔の 一節 切、 尺八、 この 三つ 

が 関係の ある 事 は 確実ら しい。 足利時代に 禅僧が 輸入 

したよう な 話が あるかと 思う と、 十四 世紀に ある 親王 

様が 輸入され た 説 も ある。 そうかと 思う と 『源氏物語』 



ぞくよ つぎ じょうぐ うた いし 

や 『続 世 継』 などに 尺八の 名が あり、 さらに 上宫 太子 

が 尺八 を 吹かれた という 話が ある、 シナに は 唐 あたり 

の 古いと ころに もとに かく 尺八の 名が ある。 しかし そ 

れらの 名前に 相応す る 品物が どこまで 同一 の もので 

あつたか はわから ない。 長さが 一 尺八 寸 あるいは 八 分 

だから 尺八 だとい うとい うの はいかに ももつ ともらし 

いが、 これに は 充分 疑う 余地が ある。 ある 書に 尺八 を 

十二 作った が 長さが いろいろ あると 書いて ある。 

しょうそう い ん 

正倉院 の 尺八 は 一 尺 一 寸 以下 八 種 あるそう である。 

事によると この 尺八 は 音の 高度 を 示す もの かもしれ な 

ヽ o 

レ 



蘭領 インドの 島に シグ ムバヮ という 笛が あり。 サ 

モアに シ ヴァォ フエ という 竹 笛が ある。 

ペルシア のした 笛に シャク というの が ある。 また 

ラッパ、 むしろ トロン ボンの 類で シャグ バット (英) 

サク ビュト (仏) サ カブケ (西) など も 事によると 何 

か 縁が あるか もしれ ない。 

ひとよぎ 

ヒ トヨ ギリ は 二 節 切り」 に 相違ないだろう が、 こ 

れがヒ チリ キの 子音 転換と も 見られる のが おもしろい- 

また ポ ー ランドの ピス チャル 力と 称する もの は 六孔の 

縦 吹きの した 笛で あるが、 この 品物 自身 も その 名前と 

ともに ヒ チリ キに 類す るの が 不思議で ある。 



南洋の ソロモン 群島 中の ある 島に 存 する 竹製の 縦笛 

にププ ホルと 称する のが ある。 長さ 五 五 • 四 デシ メ— 

トルと あるの を 換算す ると まさに 一 丈 八 尺 強、 恐ろし 

く 長い ものである。 ただ 穴が 三つし かないら しい。 こ 

つれづれぐ さ 

のププ ホルと 『徒然 草』 の いわゆる ボロボ 口と を 並べ 

て 考えて みると だれでも ちょ つ と 微笑 を 禁じ 難いで あ 

ろう。 

こ *- ゆ-つ 

(胡弓) シ ナのフ キン。 朝鮮の コ クン。 日本の コ 

キ ュ—。 モハ メダンの ギゲ。 古代 フランスの ギグ。 今 

の ドイツの ガイ ゲ。 アフリカの ゴゲ。 いずれも 同一 属 

の 楽器と して こんな 名前が 並べ 得られる。 



の だそう で 恐ろしく 古い ものら しい。 アッシリアの も 

の はわず かに 極東 日本に その 遠い 子孫 を 残す に 過ぎな 

いと 思われて いたが、 同じような ものが 東 トル キス タ 

ンで 発見され たそうで ある (紀元 一 世紀 ごろの もの)。 

これ ははな はだ 意味の 深い 事実で ある。 

昔 は あらゆる 弦楽器が ハ— プ という 一 つの 名で 呼ば 

れ たらしい という 説が ある。 そういう 事 を 頭に おいて 

だんだんに 上記の いろいろの 弦楽器の 名前 を 口— マ 字 

書きに 直して 平面 的 あるいは 立体的に 並列 させて みる 

と これら は ほとんど 連続 的な 一 つの 系列 を 作る。 これ 

はた ぶん 偶然で あるか もしれ ない。 しかし 万一そう で 



のに 気がついて、 愉快に 感じる と 同時に 自分 も 知らず 

知らず その 趨勢に 刺激され て、 つい 柄に ない 方面に ま 

で 空想の 翼 を 延ばした くな つたよう なわけ である。 

ず ざん 

杜撰な 考証に 対しても し 識者の 教え を 受ける 縁と もな 

らば 大幸 である。 

(お断わり。 楽器の 名の かな 書きに 直し 方に 不穏当な 

のが あるか もしれ ない。 どうか そのつ もりで 読んでも 

らいたい。) 

(昭和 三年 一 月、 大阪 朝日 新聞) 
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